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ジョサイアがマデリンにやさしくしたとき，パパはどう感
かん

じたでしょうか？

イ
ラ
ス
ト
／
ジ
ェ
フ
・
ハ
ー
ビ
ー

する」とマデリンが言
い

いました。
パパがにっこりと笑

わら

いました。「二
ふた

人
り

がお手
て

伝
つだ

い
をして，仲

なか

良
よ

くしていると，パパはとってもうれしい
よ。イエス様

さま

もきっとうれしいと思
おも

うよ。それが最
さい

高
こう

のプレゼントなんだ！」
その後

あと

，ジョサイアとマデリンはおもちゃで遊
あそ

びま
した。ジョサイアは積

つ

み木
き

で高
たか

いタワーを作
つく

りまし
た。ジョサイアのせと同

おな

じくらいの高
たか

さです！ でも
マデリンがこわしてしまいました。
「ちょっと！」とジョサイアは言

い

いました。「ぼくの
タワーをめちゃくちゃにしたな！」ジョサイアはマデ
リンからおもちゃを取

と

り上
あ

げました。
「それはわたしのよ！」マデリンは大

おお

声
ごえ

でさけびま
した。
パパがやって来

き

ました。顔
かお

をしかめています。パ
パは，おもちゃは順

じゅん

番
ばん

に使
つか

うようにと注
ちゅう

意
い

しました。
パパがいなくなると，ジョサイアが言

い

いました。
「パパの顔

かお

，見
み

た？ 悲
かな

しそうだった。」
「どうして悲

かな

しかったのかな」とマデリンがたずね

ました。
「パパは，最

さい

高
こう

のプレゼントはぼくたちがやさしく
することだって言

い

ってのに」とジョサイアは言
い

いま
した。「ぼくたちはわすれちゃってた。」
「そっか。」マデリンはゆかを見

み

つめました。「タ
ワーをこわしちゃってごめんなさい。」
「大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

だよ」とジョサイアは言
い

いました。「お
こってごめんね。今

いま

からはやさしくしよう。」
「でもまたわすれちゃったら？」マデリンはたずね
ました。
「そのときはまたあやまって，もう一

いち

度
ど

仲
なか

良
よ

くしよ
う」とジョサイアは言

い

いました。
ジョサイアとマデリンはブロックを片

かた

付
づ

けました。
そして，新

あたら

しいゲームを始
はじ

めました。パパはそばを
通
とお

ったとき，にっこりしました。
「やったね！」マデリンがジョサイアにささやきまし
た。「パパにすばらしいプレゼントをあげられたね！」
ジョサイアはにっこりしました。「うん，そうだね！
そしてイエス様

さま

にもね！」●
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28	 フ  レ  ン  ド

ゲイル・キニー・コルネリウス
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

イ
ラ
ス
ト
／
ジ
ェ
フ
・
ハ
ー
ビ
ー

このお話
はなし

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

ジョサイアはわくわくしていました。
今
き ょ う

日はパパの誕
たん

生
じょう

日
び

なのです！ ママ
はキッチンに色

いろ

とりどりのかざりをつけま
した。特

とく

別
べつ

な誕
たん

生
じょう

日
び

ケーキも作
つく

りました。
「パパに何

なに

かプレゼントをあげなくちゃ」
とジョサイアは言

い

いました。
「そうだね！」と妹

いもうと

のマデリ
ンが言

い

いました。「でも，何
なに

を
あげる？」
「ぼくに考

かんが

えがあるんだ。」
ジョサイアは物

もの

置
おき

に行
い

きまし
た。木

もく

片
へん

をいくつか取
と

るとボン
ドでくっつけて，小

ちい

さなベンチ
を作

つく

りました。
「庭

にわ

からパパにあげる花
はな

を
取
と

ってきたよ！」マデリンは
花
はな

を見
み

せました。「パパは
気
き

に入
い

ってくれるかな？」
ジョサイアはうん，とう
なずきました。「パパがプレ
ゼントを見

み

るのが待
ま

ち切
き

れないよ！」
その日

ひ

の午
ご

後
ご

，ジョサイアとマデリンは

「ハッピー・バースデー」を歌
うた

い，パパ
と一

いっ

緒
しょ

にケーキを食
た

べました。
「プレゼントの時

じ

間
かん

だよ！」とジョサ
イアが言

い

いました。そしてパパにプレ
ゼントをあげました。
パパが包

つつ

みを開
あ

けました。「わあ！ よく
できているね。ありがとう！」パパはジョ
サイアをだきしめました。
それからマデリンがパパに花

はな

をあげま
した。
「ほんとうにありがとう！」パパはほ
ほえみました。「きれいだね。」

やがて，片
かた

付
づ

けの時
じ

間
かん

にな
りました。「ジョサイア，
テーブルを片

かた

付
づ

けるのを
手
て

伝
つだ

ってくれる？」ママ
が聞

き

きました。
「うん」とジョサイア
は言

い

ってほほえむと，お
皿
さら

を流
なが

し台
だい

に運
はこ

んで行
い

きました。
「わたしもお手

て

伝
つだ

い

 
最
さ い

高
こ う

の 
プレゼント
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